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五

念

門

ご

の

關

係

論

三

長

覺

靜

闇

三
心

ご
五
念

ご
は
禮
讃
前
序
の
説
相

に
よ
り
、
古
來

一
往

は
安
心
ビ
起
行

ご
に
配
せ
ら
れ

る
、

が
も

こ
心
行
は
不
可
分

の
も
の
で
あ

る
か
ら
、
導
師
も
三
心

の
行
相
こ
し

て
五
念
門

を
探
用

さ
れ

て
居

る
o
然
し
三
心
は
大
經
殊

に
觀
經
に
出

で

丶
導
師
之
を
釋
顯
し
、
五
念
は
往
生
論
に
出

で

丶
論
註
に
釋
せ
ら
れ
、
彼
此
其
出
所

釋
家
異

る
が
故
に
兩
者
を
契
合

一
致

せ
し

め
ん
ご
せ
ば
、
其
處

に
何
等

か
の
難
點

が
出
來
る
o

ご
は

い

へ
其
基
く
所
均
し
く
正
所
依

の
經
論

で
あ
り
、
叉
既
に

導
師

に
於

て
兩
者
を
釋
合
せ
ら
れ
ん
ε
す

る
の
御
意
炳
然
た

る
以
上
、
末
徒

ε
し

て
兩
者

の
關
係
を
瞹
眛
に
し

て
麗
く

べ

き
で
な
く
、

否
な
之
を
明

か
に
す

る
こ
ε
は
彌

々
自
己
の
心
行
を
整
備

す

る
所
以
で
あ
る
o
此

を
以

て
善
遵
門
流
諸
家
の

先
賢
此

れ
が
鮮
明
に
努

め
、

以

て
末
徒

に
指
示
せ
ら
る

丶
所
决
し

て
尠
し

ご
は
し

な

い
○
然

る
に
先
年
野

々
村
直
太
郎
先

生

は

「
淨
土

敷
批

判
」
を
著
し

て
、
淨

土
立
敷
開
宗
の
眞
精
神
を
發
揮
す

べ
し

ε
提
唱
し
、
更
に
叉
「
淺

き
は
深
き
な
り
」

と
題
す

る

一
書
を
も
の
し

て
其
本
意
を
鮮
明

せ
ら
れ
、
其
後
者

に
於

て

「
善

遵
に
復
れ
」

の

一
節
を
設
け
、
千
年
未
决

の

問
題
、
好
端
緒
、
先
人

の
用
意
、
三
心
ご
五
念
、
祕
鍵

は
手
に
在

り
、
排
列

の
異
解
、

配
當

の
異
解
、
三
心
の
體
系
、
煩

項

宗
學

の
無
能
、

一
經
の
大
觀
等

の
十
目
及
び
結
語
よ
り
成
る
詳
論
細
説
を
以
て
、
三
心
ビ
五
念

ご
に
羯
す

る
導
師

の
異



常
な

る
態
度

に
着
目
留
意
し
、
其
處
に
二
種
深
信

の
大
事

の
存
す
る
を
説
明
す

る
ビ
共
に
、
淨
土
敷
の
先
哲
需
賢

は
之
を

徒

ら
に
雲
烟
過
眼
視
し
、
特
に
鎭
西
、
記

圭
、
周
師
等

は
高

祕
の
意
を
看
却

せ
り
ご
難
じ
て
以

て
鎭
西

一
流
の
徒
に
其
辨

疏
を

求
め
ら
れ
た
○

こ
ビ
既
に
古

り
、
然

る
べ
き
解
答
亦
た
出

で

丶
决

せ
ら
れ
た

で
あ
ら
う
が
寡
聞

に
し
て
未
だ
之
を
知

ら
す
、
且

つ
自
分

に
ご
つ
て
は
常
に
新
し

い
問
題

ビ
し
て
年
來
意
識
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
以
下
且
く
我
先
暫
學
匠

の
指
敖
を
窺

ひ
、
此
問
題

に
關
す

る
所
見
を
記
す

こ

>̂J
丶
す

る
〇

ニ

イ
、

五
念
門

は
心
行
の
何
れ

に
屬
す

る
哉

こ

い
ふ
に
、
律
生
禮
讃
前
序

に

「
今
人
を
勸

め
て
往
生
せ
し

め
ん
こ
欲

せ
ば

未
だ
知
ら
す
、

い
か
ん
か
安

36
し
起

行
し
作
業

し
て
彼

の
國

に
生
す

る
こ
ご
を
得

る
や
ご
問

ひ
、

そ
れ
に
答

へ
て
、
必
す

彼

の
國

土
に
生
せ

ん
ご
欲

せ
ば
、
觀
經

に
説
ぐ
が
如

き
は
、
三
心
を
具
す
れ
ば
必
す
往
生
を
得
」
等

ε
云

て
三
心
を
示
し

直
ぐ
續

い
て
、「
叉
天
親

の
淨
土
論
に
云

ふ
が
如
き
は
、
若
し
彼

の
國

に
生

れ
ん
ご
願
す

る
こ
ご
有

る
者
に
は
、
勸

め
て
五
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む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

む

　り

む

　

む

む

念
門
を
修

せ
し
む

乃
至
五
門
既

に
具
す
れ
ば
定

ん
で
往
生
を
得
、

一
一
の
門

、
上

の
三
心

ご
合
し

て
随

て
業

行
を
起

せ
ぱ

ゐ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

も

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

ヘ

へ

多
少
を
論
せ
す
、
皆
な
眞
實

の
業

巴
名
く

る
也
應

に
知

る
べ
し
」

ざ
逋

べ
、
次

に
叉
直
ち
に

「
又
た
勸

め
て
四
修
の
法
を

、
行
せ
し
め
て
、
用

て
三
心
五
念

の
行
を
策
し

て
往
生
を
得

せ
し
む
云
々
」
ご
あ

る
文
勢
よ
り
見
れ
ば
、
五
念
門
は
正
に
三
心

四
修
即
ち
安
心
ε
作
業
ご
に
獨
す

る
起
行
な
り

ご
見
得
ら
れ

る
o
仍

で
我

一
流

で
は
概
し

て
五
念
門
を
起

行
ご
し
て
取
扱

れ

る
が
、
然

ら
ば
五
念
門

の
作
願
回
向

の
二
門

ご
第
三
回
向
發
願
心

ご
何

の
差
別
あ
り
や

ご

い
ふ
に
、
記
圭

は
禮
讃
私
記

上
(淨
全
四
、

三
入
二

)
に
、
作
願
回
向
の
二
門
は
是
れ
行
に
し

て
正
因
、
第

三
心

は
此
上

に
具
せ
ら
れ

る
も
の
で
斯
心

は
廣

く
萬
行

】
七



一
八

萬
善

に
逋
す
る
も
行
は
狹
し

ε
判
せ
ら
れ
て
居

る
o

ビ
は

い
へ
強
ち

に
執
す

る
こ
ご
な
く
、
東

宗
要

四
(辮
燈
+
瞬
、
)
に
五

種
正
行

ご
五
念
門

こ
の
或
同
或
異
な

る
こ
ご
を
辯
ぜ
ら
る

丶
中

「
五
種
正
行
に
は
必
す
安
心
を
具
す

れ
ば
、
即
ち
作
願

ご

回
向

ご
を
攝
す
」

ご
云
て
此

れ
が
心
門

に
も
通
す

る
こ
ざ
を
認

め
、
聖
冏
國
師
は
禮
讃

私
記
見
聞
上
(淨
全
四
、

四
三
七

)
に
具
に
有

人
の
三
説
及
び
自
籏

相
承

の
説
を
舉
げ

て
料
簡
し
、
而

し
て

「
師

の
仰
せ
は
論
は
本

よ
り
多
含
な

る
が
故

に
作
願
回
向

の

二
門

に
於

て
、
各
心
行
の
兩
邊
を
含
む
、
或
は
安
心

に
約

し
、
或
は
起
行
ざ
爲
す
、
各

一
義

に
據
り
並

に
相
逹

せ
す
」

ご

結
び
、
樹
更
に
其
心
行
に
逋
す

る
由
を
委
釋
せ
ら
れ
て
居

る
○

ロ
、
五
念
門

の
排
列

に
就
て
論
文

ご
禮
讃

の
文

ε
を
黝
照
す

る
に
、
論
に
は

一
者
禮
拜
門
、

二
者
讃
歎
門
、
三

者
作
願

門
、
四
者
觀
察
門
、
五
者
廻
向
門

ご
標
擧
し
、
次
第
し

て
釋

せ
ら

る
丶
に
も
拘
ら
す
、
導
師
は
之
を
引
證
す

る
に
方

り

一

者
身
業
禮

拜
門
、

二
者

ロ
業
讃
歎
門
、
三
者

意
業
憶
念
觀
察
門
、
四
者
作
願
門

、
五
者
廻
向
門

ご
標
し
、
彼

の
第
三
ビ
第

四

と
を

相
前
後
せ
し

め
ら
れ

て
居

る
○
此

に
於
て
老
先
生

は
善
導

が
權
威
あ

る
淨
土
論
に
示

さ
れ
た
る
排
列

の
順
序
を
故

ら

に
亂

せ
る
は
、
必
す
や

そ
こ
に
然

か
せ
ら
る

丶
こ
ご
を
必
要

ε
認
む
べ
き
相
當

の
理
由
が
存
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
o
當

に
是

れ
善
導
敖
義

の
中
心
點

に
於
け

る
未
解
决

の
疑
案
、
帥
ち

二
種
深
信

の
矛
盾
相
を
决
す

べ
き
好
端
緒

で
看
過
す

べ
か
ら
ざ

る
所
だ
こ
し
、
然
も
此

れ
に
獨
す

る
淨
土

敖
先
人

の
用
意

の
周
到
な
ら
ざ

る
を
慨

か
れ
る
の
で
あ
る
o

記
主

は
此
第
三
第
四

の
倒
畳
に

つ
き
、
禮
讃

私
記
上
(淨
全
四
、

三
八
二
上
)
に
之
を
問
答
し

て

「
問
、
論
に
は
作
願
を
第
三

ご
爲
す

今
何
ぞ
第
四
に
麗

ぐ
や
○
答
、
伶
駅
國
舟

柑
働
か
、
鹸
P
脚

⑪
ポ
鯉
∩し
」

ビ

い
ひ
、
冊
師
は
之
を
承
け
て
同
見
聞
上
(
飃
塗

烟
磑
)
に

「
今
之
を
案
す

る
に
、
讃
文

の
意
は
身
業
禮

拜
ロ
業
讃
歎
次
に
意
業
觀
察
を
標

す
o

作
願
廻
向

に
至
て
は
其
門
中

に
於

て
別

の
行
儀
無
し
、
上

の
三
業
の
行
に
付

て
或
は
作
願
を
運
び
、
或
は
廻
向
を
致
す
o
故

に
並

べ
て
二
門
を
標
し
以



て

一
雙
こ
す
o
論
文
の
意
は
五
種
業
を
料
簡
す
、
身
業
ロ
業
意
業
智
業
方
便
業
の
次
第
順
す
る
が
故
に
、
第
三
に
は
作
願

　

む

む

む

む

む

む

む

も

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

も

も

ヘ

へ

も

も

へ

ら

も

を
標
し
、
第
四
に
は
觀
察
を
標
す
る
也
o
爾
文
各
其
所
以
あ
り
、
即
ち
行
人
の
用

意

一
准
な
ら
ざ
る
が
故
耳

ご
相
似

の
義

を
布
衍
説
明

さ
れ
て
居

る
(决
答
疑
問
銘
心
鈔
下
淨
全
+
、
七
九
上
參
照
)

鴫

八
、
三
心
五
念

の
配
賞
。

導
師

は
觀
經
の
中
軸
を
な
す

三
心
を
廣
釋
す

る
に
五
念
門
を
其

行
相
こ
し
て
用

ひ
、
而
し

て

第

一
至
誠
心

に
配
す

る
に
禮
拜
讃
歎
作
觀
察

の
三
を
以

て
し
、
第
三
回
向
發
願
心
を
釋
す

る
に
作
願
ご
回
向

ざ
の
二
を
以

て
し
、
第

二
深
心
に
は
五
念

の
何
も
の
も
論
文

の
ま

丶
に
は
配
さ
れ
て
居

な

い
o
此
は
讃
文
疏
文
共
に
見
ら

る

丶
所

で
あ

る
が
、
今
之
を
以

て
五
念
門
排
列
の
次
第
を
推

考
す

れ
ば
、
此

は
是
れ
遵
師
が
三
心

の
意
義

乂
は
面

目
を
五
念
門

に
よ
り

て
貘
掩

せ
ん
ご
せ
ら
る

丶
精
神

に
出
つ

る
も
の
で
、
導
師

こ
し

て
は
論
文

の
舊
排
列
を
是
非

こ
も
變

更
せ
ざ

る
を
得

な
か

つ
た
も

の
丶
如
く
、
先
生
は
此

に
大

に
着
目
し
て
立
論
せ
ら

れ
、
一
其
論
旨
は
透
徹
し

て
居

る
o

然

る
に
鎭
流
の
祀
師
は
先
生
も
指
摘
し
て
、
善

導
の
文
面

配
當
を
蹂
躪
無
親
せ
る
不
當
の
も

の
だ
ざ
迄
言

つ
て
居
ら
れ

夢
る
導

・
酌
蠶

簿

跡

霧

蔀

ひ
弑

い
、
經
論
釋
合
の

葮

に
關
し
、
鎭
西
は
西
宗
要

一
(謹

㌻

に

「
然
れ

う

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

モ

ば
則
ち
善
導
の
三
心
を
以
て
論
の
五
念
門
を
意
得
合
す
時
は
、
前
三
念
門
は
是
れ
至
誠
心
の
意
な
b
、第
四
の
觀
察
門
は
是

撚

慰

・
伽
鸚

駿

覊

飜

齢

卸
郵

ω
蜘
鯵

郵

榔

.
末
後
の
廻
向
は
觀
察
門
を
廻
向
す
る
が
故
賃

一
行
也
、
是
れ
經

の
廻
向

發
願
心
也
、
是
故

に
論

の
五
念

ざ
經
の
三
心

ご
是

の
如

く
意
得
ら
れ
た
り
」

ざ
論
じ
、
記
主
は

同
鑾

呆

(淨
全
十
、

二
五
二
上
)に
師
意
を
顯
さ
を

し
て
笛

門
は
五
禽

中
の
曝

讒

准

講

諱

嘘
選

罷

博

興

故

に
長
行

に
起
觀
生
信
の

一
段

な
り
、

五
念
門

は
正
閃
な
り
ご
雖
ざ
も
信
を
立

て

丶
觀
察
を
以

て
深
心
に
當

る
也
Q
是

れ

鶏

能

郵

銘

鯊

歙

佛

癩

鶸

㎞
斡

麓

翻

震

壗

鷸

。
廻
向
門
は
是
れ
起
行
の
廻
向
な
皇

。

一
九



t
1
0

ヘ

ヘ

コ
し

ぬ

ヘ

へ

しワ

雖

こ
も
廻
因
向

果
之
義
、
第

三
心
に
同
じ
き
が
故
に

一
往

之
に
當

る
也
」
と
釋
明
さ
れ

て
居

る
○

蕪
題
記
下
參
照
)

三

以
上
二
の
イ
は
鎭
流
末
徒

で
あ
り
な
が
ら
先
徳

の
明
示
を
無
視

せ
る
か
の
風
あ

る
ま

丶
に
記
逋
し
た
迄

の
こ
ご
で
あ

る

が
、
ロ

ハ
は
摘

っ
て
以
て
難
せ
ら

れ
ん
こ
す

る
所
で
あ
り
、
御
尤
も
至
極

の
説
の
如
う

に
も
首
肯
さ
れ
る
所
で
あ

る
か
ら

以
下
特
に
此

に
就
て
辨
別
す

る
o

第

脚
、
此
問
題

に
就

て
云

々
せ
ん

こ
す

る
に
は
、
高
租
が
禮
讃

に
二

々
門
與
二
上
,
三
心
一
合
ス
。
.ハ隨

レ
起
二
業
行

一不
レ問

二

多

少

こ
ε
明
示

せ
ら

る

丶
如
く
、
三

36
は
横

に
五
門

一
々
に
合

し
て
、
偏

に
三
五
黝
配
し
去
ら

る
べ
き
も
の
で
な

い
こ
ご

從

て
讃
文

の
上

に
於
て
見
ら

る

丶
兩
者

の
相
配

の
み
に
着
目
し

て
、
組
意
を
推
斷
し
、
偶

々
此
れ
ご
合

せ
ざ
る
の
故
を
以

て
祕
意
を
無
覗

せ
る
も
の
な

り
と
批
議
す
る
は
偏
見
で
あ

る
o

第

二
、
若
し
夫
れ
三
心
が
五
門

に
横

具
す

る
こ
ε
は
自

明
の
理
な
れ
ぽ
敢

て
論
及
し
な

い
迄
の
こ
ご
、
今

は
唯

だ
竪

に

五
門

の
何
も

の
も
深
心

に
配
せ
ら
れ

て
居

な

い
こ
ご
を
明
記

さ
れ

て
居
な

い
の
は
不
都
合
千
萬

だ
こ
難
す

る
の
で
あ
る
こ

な
ら
ば
、

そ
は
根
本
的

に
鎭
流
租
師
先
徳

の
遞

作
の
隨
所

に
窺

は
る

丶
總
意

を
觀
な

い
局
見

で
あ
り
、
少
く
も
當
流

か
ら

い
へ
ば
、
此

れ
即
ち
高
租

の
本
意
を
未
だ
解

せ
ざ
る
も

の
で
あ
り
、
高
租
が
稱
名
行
を
深
心
の
行
體

ビ
し

て
確
説
せ
ら

る

丶
を

さ

へ
、
故

意
か
錯
誤

か
看
過
す

る
も

の
だ

こ
い
ふ
ご
ざ
に
な

る
○
.

高

祀

一
代

の
邇
作
就
中
往
生
禮
讃
、
觀
經
疏
の
趣
意
が
結
蹄

一
行
三
昧
に
あ

る
こ
ε
は
文
義
炳

然
で
あ
り
、
元
租

は
「
源

塞

が
目

に
は
三
心
も
五
念
も
四
修
も
皆
倶
に
南
無
阿
彌
陀
佛

ご
見
ゆ

る
也
」

ご
明
示

さ
れ

て
居

る
○
仍

で
鎭

西
は
授
手
印



等

に
之
を
承

け
て
三
心

五
念

一
々
南
無
阿
彌

陀
佛

ε
的
説
し
、
記
主
は
東
宗
要
回
(淨
全
十
一
、

九
七
下

)
に

「
五
念

ご
は

一
行
三
昧

所
具

の
五
念

也
、
三
心
五
念
四
修

一
行
三
味

ご
釋
し
列

ぬ
る
は
即
ち
此
意
也
乃
至

是
れ
帥
ち
釋
の
本
意
を
探

て
講
名

の

一

機

に
横

に
五
念
を

具
す

る
相
を
料
簡
す
」

ε
相
傳

の
實
義
を
述

べ
ら
れ

て
居

る
。
則
ち
假
令

相
對
的
に
は
鎭
流
の
組
師
が

行
爲
本
説
を
な
す

に
も

せ
よ
、
信
機
信
法

の
深
心

の
本
旨

に
徹
底

せ
ら

る

丶
は
何
人
も
認

知
さ
る
可
く
、
况
し

て
心
行

二

涙
を
公
季
覦
せ
ら

る

丶
論
者

、
虚

心
季
氣

に
此
等
の
文
意
を
領
せ
ら

る
丶
な
ら
ば
、
鎭
流
の
先
哲

に
加

へ
ら
る

丶
批
議

は

自
ら
是
正
さ
れ
る
で
あ
ら
う
o

第

三
、
既

に
高
祺
自
ら
三
心

ご
五
念

ご
は
截
然
配
當
す

べ
き
も

の
に
非
す

ご
な
し

、
鎭
流

の
先
哲

が
相
關
説
も
無

分
別

觀

に
基
調
せ

る
こ
ご
を
會
得
す

れ
ば
、
我
等
末
徒
は
勿
論
既
邇
の
隧
宜
假
設

の

一
義

の
み
を
固
執
す

べ
き

で
は
な
く
老
先

生
の
説

も
亦
其
提
唱
の
義
趣

に
於

て
は
、
鎮
流
先
哲

の
敷
説

よ
ら
當
然
派
生

さ
る
可
き
も

の
ε
し

て
容
認
す

べ
く
、

否
な

古
來
入
信
の
必
然
過
程
こ
し

て
強
調

せ
ら

る
丶
所
で
あ
つ
て
珍
奇
の
説

で
は
な

い
○

但
だ
恐

る
丶
所

は
單
信

ロ
稱
の
實

行

に
迄
高
調
せ
ら
れ
な

い
信
機
信
法

が
分
別
概
念
に
止
ま
り
易

い
こ
ご
で
あ
り
、
而
し

て
兎
角
此

に
陷
ら
ん
こ
ご
を
省
慮
し

て
専
稱
南
無
の
行
業
を
第

一
ε
す

る
次
第

で
あ

る
o

第
四
、
若
し
夫
れ
更

に
其
體
的

に
叉
直
接
鎭
流
先
哲

の
三
心

五
念
關
係
論

に
就

て
い
は
う
な
ら
ば
、
如
來

の
智
海
、

論

主

の
深
意
、
高
㍊
の
内
證
都

て
異
路
な
く

一
味
李
等
に
し

て
、
論
主
は
觀
察
を
本
こ
す

る
も
、
然
も
讃
歎

の
中

に
稱
念
有

つ
て
稱
名
を
存
し
、
高

阻
亦
た
稱
名
を
正

こ
す

る
も
、
然
も
觀
察
を
存
す

る
が
故

に
、
觀
經
の
宗
旨
中

に
觀
佛

三
昧
宗
あ

り
、
而
も
此

相
連
は
機
根
觀

の
不
同
に
よ
る
も
、
基
く
所

は
觀

經
に
あ

る
o
仍

で
論
圭
は
觀
經
答
請
の
意

に
よ
り
、
且

つ

論
主
及
び
當
時

の
機

根
は
定
善
を
修
す

る
に
堪
ゆ
る
故
、
觀
察
爲

正
の
五
念
門

を
立

て
丶
自

ら
作
願
觀
察

ご
次
第
し
、
高

t

l

l



二
二

組
は
觀
經
自

説
の
意

に
よ
り
、
稱
名
爲
正
の
五
正
行
を
立

て
ら
れ
、
從

て
正
し

く
は
耨
名

を
正
定
業

こ
し
て
信
を
立

て
丶

即
ち
深
心

ご
稱
名

行
ご
は
蹄

一
す

る
も

の
ε
せ
ら

る
o
然

る
に
稱
名

行
は
五
念
門

の
何

れ
に
も
適
中
し
な

い
か
ら
、
高
租

の
現
文

に
は
深
心

に
五
門

の
何
も
の
も
配
さ
れ
な

い
の
で
あ

る
o

が
此

三
心
五
正
行
爾
者

の
主
體
を
必
然

一
致
結
合
せ
し

め
ら

る

丶
高
租

の
意
趣
を
汲

で
觀
察
爲
正
の
論
の
現
文

に
對
望
す

れ
ば
、
五
念
門
中

の
觀
察

は
深
心

に
配
せ
ら
る
可
く
、

叉
此
高

覦
の
心
行
必
附
、
稱
名
爲
本
觀
を

以
て
す

る
五
念
門
觀
が
論
丈
の
當

意

ご
相
違

し
、
此

に
自
ら
作
願
回
向
相
似
し

來

り
、
而
し

て
深
心
の
行
髓

が
孵
名
た
る
以
上
、
作
願

ε
觀
察

ご
を
倒
置
し
、
其
前
三
後
二
を
第

一
第

三
心
に
配
し

て
以

て
經

の
三
心

ご
論
の
五
門

ご
を
釋
合
せ
ら

る
べ
き
は
必
然
で
あ

る
○
此
の

こ
ご
た

る
論
者

の
爾
ほ
引
用
す

る
上
掲
の
文
に

明
か
な

る
所
、
然
も
特
に

「
別
意
有

る
故

に
」

ご
立
義

の
根
據
を
提
示
し
、
又

「
別
由
な
し
」

で
高
租
は
故
ら

に
論
意

を

變
更
し

て
第
三
第

四
の
兩
門
を
倒
置
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
唯

だ
論
主
の
本
意
を
時
機

に
契
當
せ
し

め
て
發
揮
せ
し
む

る
が
爲

め
の
自
然
的
變
改

に
よ

つ
て
讃
疏

の
現
文

の
如
く
三
心

ご
五
念

ご
を
相
配
せ
ら
れ
た
の
だ

ご
觀
ら

る

丶
鎭
流
先
徳

の
意

の
存
す

る
所

を
領
解
す

べ
き

で
あ
る
o

尤

も
此
觀

察

は
論
者

の
そ
れ
ご
は
本
末
顛
倒
し
、
鎭
流

の
先
徳
は
近
く
は
天
親
善
導

の
兩
飆
内
鑑

冷
然
同

一
味

で
あ

り

往
生
極
樂

の
法
門

が
至
極
甚
深

に
し

て
機

の
上
下
を
簡

ば
ざ

る
萬
機
普
盡

の
法
門
で
あ
る
こ
い
ふ
所
に
深
厚
な
る
信
仰
を

立

て
、
而

し
て
當
機
衆
に
適
應
す

る
高
租

の
敷
説

に
よ

つ
て
彌

々
之
を
堅
實

な
ら
し

め
ら

る

丶
も
の
で
あ
り
、

從

て
兩
祀

立
説
の
不
同

は
唯

だ
機
に
逗
す

る
義

の
左
右

に
過
ぎ
す
ご
せ
ら

る
丶
の
で
あ

る
が
、
論
者

の
如

き
は
立
説

の
不
同

に
着

目

し
、
此

は
是

れ
内
面

的
意
義

の
相
違
よ
り
來

る
も

の
ご
觀
、
其

別
義

に
依

て
今
特
に
高
祕

の
眞
面
目
を
發
揚
せ
ん
ビ
期

せ

ら

る

丶
も
の
で
あ

る
o
此

兩゚
者
の
何
れ
が
是
な
り
や
は
畢
竟
任
意

に
し

て
互

に
他
を
難
す

べ
き
で
は
な
か
ら
う
o

少
く
巴



も
我
先
哲

は
敢

て
此
爾
者
の

一
方

に
偏
せ
ら

る
丶
者

で
な

い
こ
ご
は
既
述
す

る
所
で
明
ら
か
で
あ
り
、
然
も
眞
要

ご
せ
ら

る

丶
所
は
、
此
相
對
的
岐
路
に
立
ち
、

或
は
分
別
の
見

に
執

は
れ

て
高
飆

の
深
意
眞
實

の
正
邁
を
失
は
ざ
ら
ん

こ
ご
に
あ

る
〇

四

最
後

に
上
來
邇

ぶ
る
所
、

或
は
短
見
の
致
す
所
自
ら
先
哲

の
正
意
に
背
か
ん
こ
ご
を
恐
慮
し
、
左

に
當
問
題
に
關
す

る

傳
文
を
掲
げ

て
補
正
に
供

へ
る
〇

二
祀
鎭

西
上
人
の

「
授

手
印
」

に
曰
く
、

善
導
.
御
意
.
、
入

淨
土
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レ
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遺
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